
スイスの中石器および新石器時代の有柄鋲
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丹莉百合子訳

逆刺をもった、きっ先、所謂話 (Harpune) は、ヨーロノパでは、中期マドレーヌ文化に

ます出現し．中わ器時代に様々の場所に現われ、終局ぱ新石器時代においてもみられるが、木論

では、この鈷に関する広範囲の問題の中から、部分的な局向だけを選び出さねはならない。即ち、

スイスにおけるように、狩猟文化の晩期と名］］期農耕文化とか、あちこちで時期的共存に至り得る

ところで、はたして、中石器時代住民から新石器時代住民へとこれら話のタイプの伝オ番が起った

かどうかという問囮である。

第一に． J. G. ローツォ" (.J.-G. R ozoy)か、話 (Harpune)と呼んた、逆刺のある

¥っ先の様々の変形が問題なのである。なぜならば、「逆刺のある酋っ先」と違って、某恕に索

縄を固定するための装囲（一般に、ライン・ホールかライン・ショルダーを造り出ず）が形つく

られているからである (Rozoy 1 9 7 8, S. 9 9 7 l。彼の説からは、彼が、鈷については、狩

猟と同じく漁指のための用途も計算に入れているらしいと推定される。木の柄と、その先にゆる

く着装した鋲頭ば、知かい索緬によって結び合わされている。このことは、一つには、¥っ先の

破損や損失、とくに獲物（例えば抵抗する大きな角）か逃げ去ることを防ぎ、あるいば沌た、当

てた獲物を弱らせることにも役立つはすであるという u 「逆刺をもっだ刺突具」においてぱ、ロ

ーツォイは、中石器のものば、後期旧仁器の槍先と同等のものとみ左しており、それか已石器時

代に盛行したとしている。しかし、鈷が、箱以外の目的で使用された可泥忙を想定することは、

殆どできないのではなかろうか，それゆえ、ここで論じられる道具に関しては、 ＂鈷りについて

仝＜諭じないのも良策と思われる。なぜなら、各々の場合の用途は、北極地方で洒獣猟に用いら

れた道具とはっ蓋り異なるからである。しかし、鈷 (Harpune)という術語は、後期旧石器時代

の終わり以来出現して蓋たタイプに対応するもので、長く馴じんで蓋た0)で、筆者は、北極地方に

おける冠状鈷 (Kopfha r pune)に対して有柄鈷 (Stabharpune) とすることで、甘んしろ

べきであると思う。ついでたがら言えば、 E フォークト (E. Vogt)は、スイスでは角、あ

るいは百銅製の遺物のタイプが存在し、全く冠状鈷に相当するものだと、大分以郎から指摘して

いる。彼は、これらの逍具か、大善な角の捕獲に使われたと仮定し、新石器時代の逍跡にみられ

たいことを、こと含ら強謁した (Vogt 1947, S. 53-56)。

すでに、スイスからは、かなり (J)数の中石器時代の有柄鈷が出土しているのである。遺物の中で

は僅か左数量だが、ジュラ地方で多くみられる。それについて、とりわけ、 ビルスマノテンーバ
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ーンスグロッテ (Birsmatten-Basisgrotte) とリースベルクミューレVI(Liesberg 

mi.ihl e ¥'])について触れておこう（この二つの文化期は｀パーゼル (Basel)とデールスペ

ルク (Delsberg)の間にあるビルスタール (Birstal) に存在する） c また、グレリンゲン

(Crellingen)のヴァハトフェルセノ (Wachtfelsen) 文化につし、ても有効である。そこ

からは、一屑投った有柄鈷が出土している。ジュラ山脈の外側ては、今までに、中石器時代のも

のとみなされた有柄鈷は、 2点しか知られていない。それらば、ヴァウヴィラーモース地方

(Wauwi lermoos)とルチェルン州 (Kt.Luzern)から出上したものである。

ビルスマッテソーパーシスグロソテの閉位は、有柄距は最上の二層のみで出上したこと、タル

ドノヮ文化的な (Tardenoisien)材質に特徴づけられていることから中石器時代に属するこ

とをホしている (Bandi 19 6 3; Rozoy I 9 7 8, S. 2 4 2-2 5 1)。 これらは、不確実

なものが多いのだが、概ね、 50 0 0年B. C. の中頃から 30 0 0年B.C.の前半に年代づけ

られる。このことは、ヒルスタールで、思いのほか長い期間、中石器的狩漁が続いたことを示して

いる。とくに豊窄な量の、完存、破相の有柄新が、 リースベルクミー，ーレVl遺跡（ビルスタール

地方のリースベルク村）に埋存していた (Hofmann-Wyss I 9 7 8)。飼穴の北中において｀

上部の二つの中石器文化層から全部で25偶の遺物が出土した。 Cl4年代は 50 0 0年B. C. 

の後半を示している。もちろんリースベルクミューレIVo)層位的な攪舌Lのため、巽論がないわけ

ではない。
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第 1図 鈷頭を出七したスイス中石器時代の遺跡

1． リースベルク

3. ゼーベルグ

2. ダレリンゲン’

4. ヴァハトフェルセン
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とくに入念に加工された有柄鈷ぱグレリンゲン付近の所謂ヴァハトフェルセンの山麗、ビルス

マッテンーバーシスグロ ノテの谷をやや上ったところで発生した。「その遺物については、中石

器時代の新しい時期の暦から出十した (Liid in I 9 6 0 / 1 9 6 1、S. 1 7)」。 それらは、

ピルスマノテノとリースベルクミューレVIの鈷にタイプが似ている。

ビ）レスタール出士の鈷と比較され得るものは、 これもスイス中部｀）レツェル‘／小l・I、ウァウヴィ

ラーモースの S('．hiit z 7 遺跡出土の標品（欠損品）である (Wyss 1 9 6 8, S, 1 3 8)。 そ

れに対して、そこからさして離れていない地域から発見された柳品で、フォークトが「中石器時

代の話」としてかつて発表したもの (Vogt 1952)ば、全く破格品てあるっ長骨幹部からっく

られているこの苔っ先は、ほとんど刻み目のような弱い逆刺しかもっていない。出十状況はあま

りはっ合りしていないので（近くに、新石器時代の選跡 Schotz 1かあり、よく似た標品か 1

点、新石器から、後期のコルテヨ文化 (Cortaillod)に属しているゼーベルク／ブルケッン

セ'-南西 (Seeberg /Burg as chi s c e - S iid we s tにおしヽ て出十．してしヽ る (Wyss 1966, 

s. 1 7) のてはあるか）、マグレモーゼ文化期の資料であることの根拠とした推定年代は、や

ゃ疑わしいかもしれない。

ここで、スイスの新石器時代の有柄鈷へと論を進めよう。これら鈷については、 H.シュヴァー

ブ (H. Schwab)が当然にも言ったように、従来、殆ど注意が払われてこなかったのみである

(Schwab 1970)。彼女は、その理由として、これらのタイプの数が僅かしか知られていた

いこと（海岸集落毎に、通常 1、2点、例外的に 7個という例があるにすぎない）を指摘してい

る。それでもなお、シュヴァープは西スイスの中部地方で、すでに 4つの新石器時代の有柄鈷の

変型に分けられろと考えた（ヴィス<Wyss 1 9 6 6, S. 1 0>の把握と対比している）。そし

て、これらば、特定の文化複合によって生成し得ると考えている。シロの枝角や、骨でできた新

石器時代の有柄話の 4変型とは、以下のようにまとめられよう。

(1)大きく、長いもの。非対称に整形された丈夫な逆刺をもつ。 (2)大含く、 長いもの。ほとんど

目立たないが、やぱり非対杓に整形された逆刺をもつ、 (3)短いもの。 2~4個の非対称に整形さ

れた逆束I]をもつもの。 (4)短く、巾広のもの。片側に逆刺をもつ。

シュヴァープは、 (1)をコルテヨ文化と関係させた（精確に、旧新どの形相に関連するかをいう

ことはできないにしても）。しかも注意をひくことは、平板なシャベルの形をした基部が、両側

から刻みをいれるか、一孔を穿つことにより形づくられていることである。 (2)の骨製鈷ぱ、コル

テヨ文化後期に盛行する。また、さらに東万の、フィーナー文化 (PfynerKultur) 

においても代表的な型である。 (3)は、西スイス、ホルケナー文化 (Horgencr Kultur) との

境界あたりからも出現する。それに対し、 (4)は、他の型と確実に並列させてあつかうことが、今

までぱできなかった。シ ュヴァー プによれば、西スイスの新石器時代の有柄鈷は、大告さや、 一

部には周辺部を非常に入念に加工したものがあることなどからみると、中部ヨーロッパの中石器
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第 2図 スイス出土の中石器時代有柄鈷
1~6 ビルスマッテン ・パシスグロ y卜出土 1 ~3 Horizont. 1 1~6 IIorizont 2 7. グレリンゲン ーヴァハトフェルセン出土8 ~ 10 リースペルグミ ューレ出士
1 ~6 : !Jandi 1963による 7 ~9 : Hofmann 10:Wyss 1966による Wyss 1978による

--7 1 -



八
ヽ 4 

3 

2 

＾ 
1 乙霊盆入

¢ 

゜

5
 

今

6 

<璽沙

巳、10

う`

7
 

“ 
-0一12 瓜

11 4 <誂詈》

¢ 今 噂
゜

第3図 スイスの中石器時代有柄祖

1 ~ 13 リースベルグミューレVI
(Hofmann Wyss 1978) 
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時代に共通する邸から、明らかに区別されるという。

これらから、スイスにわける中石器時代の有柄鈷から新石器時代の有枯鈷への屈生はあり頌た

かという終局の問題に行苔つくのである。 R. ヴィスによれば、「型式的には（中略］新石器時

代の鈷か、晩期中石器時代の括の範睛から採生したということは、大変蓋然性があるようにみえ

る。こうした把握は、 ビルスマノテンの中石器時代0注舌のタイプBの年代測定を通して衷づけら

れよう。これらは． 30 0 0年B. C.の中葉主でボかのほる。これにより、すでにE. フォー

クトによって公表された推測もまた確址される。即ち、 『スイスに最初の竪耕民が入植するよう

になった時代でもなお、中石器文化の狩猟民は、耕作にぱ不利な土地に移ることで、存続するこ

とがで全た』」というものである (Wyss 1966, S. 17)0 こうした定義は、ウィスが以下

のように仮定したことを推測させる；スイス新石器時代の有柄鈷の出現は、中石器時代の残存部

族である狩漁民との窄間的接融に帰因する。しかし、この友好的た新石器時代人と中石器時代人

との行動商の重なりは不可能てある。これと同様のことを、 M. メンク (M.Menk. 1 9 7 8) 

もまた主張している。すべての部分的成果を総合すると、アルプスの北側山麓の南部（推本的に

ュングモレーネ .Tungmoraneの周辺とショター平野Schott.erfl恥cheの対州によって構成さ

れている）地方においては、先七器的新石器時代が次のような状態であったことを首肯させてく

れる一どうみてもタルドノワ文化的性格を齊びること｀すでに石器を知っていること、家畜は全

く無いか、あっても一種に阪られる、殻物を柏え付ける一という状況である。初期新石器時代に

は、帯文上器 (Bandkeramik)の北方的様相と同時代的てある一方、純粋に中石船時代的社会

祖織も存在した。」 メンクはポらに、南部地方の西方では、帯文＿t器を伴う古い新石器時代的

様相は顕著であると強渦している。さらに「北アルプス地方の北側山麓地方とアルプスの南部で

は、タルドノワ文化的な晩期中石器文化及びそれと同時存在の初期新石器文化との間の文化接触

が証明で蓋ると強凋した。他方、別の地域（例えばパーセルの南のヒルスタールのビルスマッテ

ンのような）では、新石器時代の中にまてずっと、隣人関係を保ちながら、過合した中石器文化

が存続することができた。

例えば、ヒ｝レスマノテノの最上の二つの廣の年代が不確実であることは、すでに、指摘されて

いることである。 Horizon!、1 の二唇（いまだタルドノワ的遺物が分布する）から発見された

l料 ssener の破片 1片は、絶対的ではたいか、地つ苔の中石器時代民と新しく移入して宮た新

石器時代民との接触を指摘するのである。ここの層の範囲では表面近くは攪舌しかみとめられ，さ

らに新しいもの、現代のものまで発見されている。

また他方、ゲ）レスパッハ (Gershach 1956, S. 226)は、南ドイツのヴァルトシュ y ト

(Wald shut)付近のグリセン (Grissen)出士の帯文土器の小目録を出版したが、その中

に、 ピルスタール出士の中石器的有柄話と類似する晩期中石器的特徴をもつ有柄鈷の基郭 l点も

載・っていた。このことは、タルドノヮ的文化の担い手と帯文土埒の代理人との接触の可能性、あ
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るいは真実性に院する指接である。しかし、 日記のことからは、コルテヨ文化の比較的古い（あ

るいはかつ）、新しい特徴をもつ有柄鈷の発生か、あるいはフィーネル文化、ホルゲナー文化、 さら

に主た、スイスの他の新石器時代の部族におけろその発生が、こうした方法で成り汀つという(___

とは、確実には推諭され得ない。中石器時代の残存部族を通じての初期牒耕民への局部的影謳を

評明する根拠は何もないのである。単純話のまぎれもたい類似性は、すてに己ったように、スイ

スの新石器時代に頻繁に現われたとは言えたい。 （ジ コラ地力の中石器狩漁民のもつそのような

鈷との）こうした類似性は、すでに、 早 く、そしてスイス以外で、対応する接触がおこっていた

ことに屈因すると思われる。中石器時代の有柄鈷のタイプが、新石器時代人逹に，tって受け継が

れた証拠が他の協所でも生起し得たかどうかは、今のところ不明である。中石器時代の先駆者か

ら新石器時代の有柄鈷が派生したことが、タイプの類似性に基づくことは妥当性がある。スイ

スては、しかし、個々についてみると、 直接的隊生を考え得るには、ジュラ地方の中石器の有柄

鈷と、中部地方の新石器文化のそれとの相違が、余りに大きいのである。
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